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　東日本大震災発生から６年を迎え、復興の状況もだいぶ見えてきている。この６年間に岩手県立大学社会福
祉学部の教員が、研究や実践でどのようなことをしてきたのかをまとめたのがこの特別号である。
　被災地を抱える岩手県にある公立大学として果たす役割は多くある。災害発生当初は直接的な支援に関連す
る活動、復旧・復興の段階においては、それぞれの専門を生かした状況の分析や提言など多様であった。発災
直後は全国から多くの大学や研究者が被災地に入り、支援や調査などを行っていたことは記憶にまだ新しい。
地元にある大学であるからこそ継続的にできた研究・実践がある。そして県内外で災害が発生し、「東日本大震
災の経験は活かされているのか」が問われてもいる。普段の生活では福祉的ニーズがなくても、震災が発生す
ると同時に多様な福祉的ニーズが生じることを経験し、日常的な社会福祉的課題とは別に災害時の課題がある
ことを実感している。
　このような状況で行ってきた研究・実践の成果を一度まとめてみることも必要ではないのか、と以前から言
われていた。東日本大震災発生から５年目が過ぎ、学部の教員の研究・実践活動も一定の成果が見られるよう
になりまとめることとなった。研究や実践はこれで終了ということはなく、まだまだ継続していく必要はある
のは当然であるが、これまでの成果をまとめ、社会に広く出してみることも、社会への還元や我々教員の振り
返りにもなるものと思われる。完成度の高い論文になると学会や紀要の本体への投稿になることが多いので、
この特別号に掲載されている報告は、必ずしも完成したものばかりではないかも知れない。しかし、被災した
学生はじめ常に被災者を身近に感じてきた岩手県立大学社会福祉学部らしい内容になっていると確信している。
　この特別号で東日本大震災をもう一度振り返り、各地で発生している災害に対しての何らかの役に立てれば
良いと願っている。本当は、災害が起きても被害のない世の中になり、この特別号が記録としての存在価値に
なることの方が良いのかも知れない。また次の「復興へ向けての〇年間」のような特別号が企画されることを
期待して巻頭言としたい。
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